




研究主旨 川崎病(KD)急性期の末梢血モノサイト/マクロファージの活性化について検討

した。フローサイトメトリーによる表面抗原の解析では、炎症の進展・遷延化に関与する

CD14+CD16+モノサイト/マクロファーシ.の増加がみられた。またペルオキシ外ゼ染色およ

びマクロファヴの特異抗体である PM-2K 抗体との反応性による解析では、末梢血中にモノ

サイトとマ如ファーシ'の両者が混在した。以上の所見は、重症細菌感染症においてもみら

れた。KD 末梢血ではモノサイト/マクロファヴの活性化が重要である。 


